
お知らせ  

                       平成１７年 ４月 １日 

 

        

「岸本水辺の楽校プロジェクト」登録・認定される。 

        ～ 新しい伯耆町に新たな親水空間 ～ 

 
 屋外で遊ばない、集団で遊ばないと言われる子どもに、「日野川の魅力を感じ

させよう、そして子ども達の健全な成長を！」をテーマに、学校や地域等の代

表で立ち上げ「水辺の楽校推進協議会」の委員会で岸本町吉長（日野川河川内）

に岸本水辺の楽校の整備計画案をとりまとめられていましたが、このたび正式

に国土交通省の「水辺の楽校プロジェクト」に登録・認定されました。（計画図

参照）。 

 水辺の楽校計画地（日野川右岸１０ｋ００付近）は、アユ釣りが有名な岸本

町、そして小学校、中学校と保育所が隣接する場所です。川の魅力を感じるに

は最も適した位置関係にあります。しかし、川へのアクセスは１対２の急勾配

な堤防法面により、子どもは勿論大人でも水辺に近づけない状態です。水辺に

近づく整備は国土交通省で、堤防周辺における付属設備は関係する行政機関が

整備を行うことで「水辺の楽校」が完成します。 

今後、「水辺の楽校推進協議会」でとりまとめられた整備計画案に基づき実施

設計の検討をおこない、事業実施をおこなうことになります。 

問い合わせ先 

        国土交通省日野川河川事務所       

                  技術副所長  松崎 恭久            

                  工務課長    犬山   正            

Tel  0859-27-5484 

 

                     



岸本水辺の楽校整備計画（案）



岸本中学校

岸本小学校

ふたば保育園 町民ｸﾞﾗﾝﾄﾞ

町民体育館

伯耆町役場

水辺の楽校

背後に霊峰大山を望む風光明媚な箇所であり、小中学校などが近接する伯耆町
の中心地に位置する伯耆町岸本箇所において、子供達の環境学習や自然観察、イ
ベント活動などが行いやすいように親水性、安全性の向上を図ります。

日
野
川

岸本箇所 鳥取県

日
野
川

伯耆町
人口１２，７００人 面積１３９．４５ｋｍ２
背後に秀峰大山を望み大山を利用した
観光と農業が発達した町である。

市町村名：鳥取県伯耆町
対象河川：日野川水系日野川

岸本水辺の楽校 （鳥取県伯耆町）

１．概要

２．整備内容

水辺に近づきやすく、安全に活動できるようにすることを目的とした、基盤整備など



市町村名：広島県広島市

対象河川：太田川水系三篠川

１．概要

２．整備内容

かこがわ「子供の水辺」（広島県広島市）

緩傾斜スロープ、遊歩道、学習広場等国土交通省

整 備 内 容整備主体

狩小川小学校裏の三篠川の水辺空間において、河川環境を活用した総合学
習活動や自然体験を通じた学びと遊びの空間として河川の活用を促進し、魅
力あるかわづくりを目指すと同時に、地域活動を支える憩いの空間としての利
活用を促進するために、河川管理者、広島市、狩小川小学校、ＰＴＡ、地元自

治会などが連携し、地域活動の核となるような河川環境の実現を図ります。

狩小川小学校狩小川小学校狩小川小学校狩小川小学校
水辺水辺水辺水辺のののの楽校予定地楽校予定地楽校予定地楽校予定地



市町村名：鳥取県鳥取市

対象河川：千代川水系千代川

１．概要

２．整備内容

都市交流エリア、スポーツ・文化創造エリアとして中国横断自動車道姫路鳥
取線の河原インターチェンジや、情報発信施設の整備が予定されている鳥取
市河原町において、河川に親しむための親水護岸、進入路、遊歩道や交流の
ための施設などを「道の駅」と連携して整備することにより、水・人との楽しい出
会い、憩いが得られる場を提供し、河川環境の向上と併せて、地域の交流促
進、活性化、魅力向上を図ります。

千代川水辺プラザ （鳥取県鳥取市）

千代川水辺プラザイメージ図

［拠点施設（道の駅)］
管理施設、休憩施設、駐車場等

国土交通省

鳥取市

［水辺施設］

親水護岸、進入路、遊歩道等

国土交通省

整 備 内 容整備主体
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平成１７年４月１日 
国 土 交 通 省 河 川 局 

 
 

平成１６年度 地域と連携した川づくりに係る事業の 
新たな登録・認定等について 

 
 

 
国土交通省は、「水辺の楽校プロジェクト」、「水辺プラザ」、「水

と緑のネットワーク」、「ふるさとの川整備事業」、「桜づつみモデル

事業」、「河川防災ステーション」、「地域に開かれたダム」の、地域

と連携した川づくりに係る事業２６件について、登録・認定等を行いま

した。 
 
 
国土交通省河川局では、地域の個性やニーズに対応した治水事業の一層の展

開を図るため、水辺の楽校プロジェクト、ふるさとの川整備事業等、地域との

連携によりハードとソフトを一体的に整備する事業であって、その実現に向け

て市区町村の役割が大きい事業について登録・認定等を行い、積極的に推進す

ることとしています。 
 今後、これらの事業のうち、登録・指定を受けた河川においては、市町村と

河川管理者で一体となって１年ないし２年で具体的な計画を検討し、策定され

た計画に基づき、重点的な事業実施を行うこととなります。また、認定・承認

等を受けた河川においては、策定された計画に基づき重点的な事業実施を行う

こととなります。 
 平成１７年３月３１日付けで登録・認定等された事業については、別紙のと

おり、７事業２６件です。 
 

 
 

【同時記者発表】 

北海道開発記者クラブ、北海道建設記者会、宮城県政記者会、東北電力記

者会、東北専門記者会、福島県政記者クラブ、岩手県政記者クラブ、青森県

政記者クラブ、秋田県政記者クラブ、山形県政記者クラブ、竹芝記者クラブ、

横浜海事記者クラブ、神奈川建設記者会、茨城県政記者クラブ、日立記者ク

ラブ、埼玉県政記者クラブ、熊谷記者クラブ、神奈川県政記者クラブ、千葉

県政記者クラブ、刀水クラブ、桐生市記者クラブ、山梨県政記者クラブ、岐

阜県政記者クラブ、中部地方整備局記者クラブ、近畿建設記者クラブ、大手

前記者クラブ、福井県政記者クラブ、鳥取県政記者クラブ、広島県政記者ク

ラブ、中国地方建設記者クラブ、広島合同庁舎記者クラブ、米子市政記者ク

ラブ、高松経済記者クラブ、八幡浜記者クラブ、国土交通省九州記者会、九

州建設専門記者クラブ、薩摩川内市記者クラブ 
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【問い合わせ先】 

国土交通省河川局  ０３－５２５３－８１１１（代表） 

 

＜総括＞ 

河川計画課 課長補佐 津森 貴久  （内線35-372） 

       ０３-５２５３-８４４５（直 通） 

 

＜水辺の楽校プロジェクト＞＜水辺プラザ＞＜水と緑のネットワーク＞ 

河川環境課 課長補佐 松本 幸司 （内線35-432） 

       ０３-５２５３-８４４７（直 通） 

 

＜ふるさとの川整備事業＞＜桜づつみモデル事業＞ 

 治 水 課 課長補佐 中村 健一 （内線35-632） 

         ０３-５２５３-８４５５（直 通） 

 

 ＜河川防災ステーション＞＜地域に開かれたダム＞ 

 治 水 課 課長補佐 石原 篤  （内線35-552） 

         ０３-５２５３-８４５２（直 通） 
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○登録・認定等箇所一覧 

事業名（件数） 都道府県名 市町村名 水系名 河川名 備考 

北海道 恵庭市 石狩川 漁川 登録 

山形県 新庄市 最上川 最上川 登録 

群馬県 

埼玉県 

千代田町 

妻沼町 
利根川 利根川 登録 

山梨県 鰍沢町 富士川  富士川 登録 

愛知県 岡崎市 矢作川 矢作川 登録 

愛知県 江南市 木曽川 木曽川 登録 

水辺プラザ 

（７件） 

鳥取県 鳥取市 千代川 千代川 登録 

青森県 岩木町 岩木川 岩木川 登録 

岩手県 江刺市 北上川 北上川 登録 

秋田県 湯沢市 雄物川 雄物川 登録 

秋田県 大仙市 雄物川 玉川 登録 

群馬県 桐生市 利根川 桐生川 登録 

神奈川県 大和市 引地川 引地川 登録 

岐阜県 
瑞穂市 

墨俣町 
木曽川 犀川 登録 

福井県 福井市 九頭竜川 狐川 登録 

鳥取県 伯耆町 日野川 日野川 登録 

広島県 広島市 太田川 三篠川 登録 

徳島県 美馬市 吉野川 吉野川 登録 

水辺の楽校プロジェクト 

（１２件） 

鹿児島県 薩摩川内市 川内川 八間川 登録 

水と緑のネットワーク 

（１件） 
愛媛県 大洲市 肱川 肱川 指定 

ふるさとの川整備事業 

（１件） 
福島県 二本松市 阿武隈川 六角川 指定 

山形県 余目町 最上川 最上川 変更 
桜づつみモデル事業 

（２件）（変更１件） 

福井県 福井市 九頭竜川 九頭竜川 認定 
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事業名（件数） 都道府県名 市町村名 水系名 河川名 備考 

河川防災ステーション 

（２件） 
北海道 札幌市 石狩川 豊平川 承認 

 千葉県 野田市 利根川 利根川 承認 

地域に開かれたダム 

（１件） 
茨城県 高萩市 大北川 大北川 指定 
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【各事業の概要とポイント】  
 
＜水辺プラザ＞ 

本事業は、市町村にある水辺の魅力を最大に引き出す整備により、そこを

訪れたくなるような、地域交流の拠点となる「にぎわいのある水辺」を創出

するため、市町村の行う河川、渓流沿いの交流拠点整備と一体・連携して河

川整備を実施するものです。 
水辺プラザの整備を行うためには、地域の特色を活かした整備計画を登録

する必要があり、水辺プラザの必要性、市町村の活用計画等の熟度の高いも

のを登録しています。 
平成８年からはじまり、今年度７箇所を新たに登録することにより、全国

で１１７箇所が「水辺プラザ」に登録されました。 
 
 
＜水辺の楽校プロジェクト＞ 

本プロジェクトでは、地域の身近な自然空間における河川において、子ど

もたちが自然体験の場として活用できるよう、自然の状態を極力残しつつ、

必要に応じてアクセス施設の整備や水辺に安全に近づけるよう河岸の整備

等を行うものです。 
なお、本プロジェクトは、地域で活動する市民団体や河川管理者、教育関

係者等が一体となって子どもたちの水辺での体験活動を行うことを目的と

した「「子どもの水辺」再発見プロジェクト」を推進するにあたり、必要な

ハード面の整備を行うものとして位置付けられています。 
平成８年からはじまり、今年度１２箇所を新たに登録することにより、全

国で２４４箇所が「水辺の楽校プロジェクト」に登録されました。 
 
 
＜水と緑のネットワーク＞ 
  本事業は、都市化の進展などにより、水量の減少、水質の悪化、湧水の枯

渇、良好な緑の減少、動植物の生息・生育環境の喪失など、都市環境の悪化

してきた地域において、関係機関と共同で「水」と「緑」の豊かなネットワ

ークを形成することを目的としています。 
  平成８年度に制定された制度は、構想の登録と整備計画の指定の２段階と

なっており、構想の登録の後整備計画（案）を作成し、整備計画が指定され、

整備及び管理の協定が締結された後に、事業が進められることとなっていま

す。今年度は、整備計画の指定１地域を加え、全国で構想の登録が１３地域、

整備計画の指定が３地域となります。 
 
 
＜ふるさとの川整備事業＞ 
  本事業は、河川本来の自然環境の保全・創出や周辺環境との調和を図りつつ

地域整備と一体となった河川改修を行い、良好な水辺空間の形成を図ることを

目的としています。 
  昭和６２年に制度が創設されて以来、全国において事業が展開されており、

今年度は、１河川を新たに指定し今後整備計画の策定を進めることにより事業

を実施していくことになります。今回の指定及び認定で、全国で１９３河川が
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指定、１８６河川が認定を受けたこととなります。 
 
 
＜桜づつみモデル事業＞ 

 本事業は、周辺の自然的、社会的、歴史的環境等との関係を反映しつつ、堤

防の緑化を推進することにより良好な水辺空間の形成を図ることを目的とし

ています。 
昭和６３年度に制度が創設されて以来、今回新たに１箇所（２箇所中有１箇

所は計画内容の変更）が認定され、全国で２９６箇所が認定されました。 

 

 

＜河川防災ステーション＞ 

 本事業は、出水時や地震時に活動の拠点となり、避難場所、あるいは支援活動

の拠点や物資輸送の基地、ヘリポートとして活用でき、災害が発生した場合に

は迅速な復旧を行う基地となる河川防災ステーションの整備を行うものです。

平常時にはレクリエーション空間、コミュニティースペース等として多目的に

活用できる河川防災ステーションを地方自治体と連携して整備します。 
 平成６年に制度が創設されて以来、今回新たに認定される２地区を加え、全

国の１０６地区で整備計画が承認されました。 
 

 

＜地域に開かれたダム＞ 

本事業は、地域の意見、創意工夫を生かし、ダムが地域にとってより密着し

た施設になるように関係機関が支援して整備を行い、ダムを核とした地域活性

化を図ることを目的としています。 

平成４年に制度が創設されてから今回新たに１ダムを指定することにより、

全国の４５箇所で指定されました。また全国の３８ダムにおいて整備計画が認

定されています。 
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【個別事業の概要】 
 
○水辺プラザ 

①石狩
いしかり

川水系漁
いざり

川（北海道恵庭
え に わ

市） 

 河川利用を向上させるための水辺拠点として、水辺に親しむための階段工、

散策路等を整備することにより、恵庭市の第３期総合計画である「新水と緑の

やすらぎプラン」等の計画と連携し、まちを元気にする交流の場として川、道

を活かした地域連携・地域交流・地域振興を目的としたにぎわいのある河川空

間を創出します。 

 

②最上
も が み

川水系最上
も が み

川（山形県新庄
しんじょう

市） 

 当該箇所は最上川と八向楯が織りなす自然景観の素晴らしい所であり、当該地

区に関する句や歌も残っており様々な歴史・文化的背景を持つ地であります。 
 中流部において礫河原のある当地区は貴重な空間であるとともに、歴史・文

化・環境・地理的用件などにも恵まれ、さらに、カヌーや環境芸術祭等多様な

活動の場ともなっています。また国道４７号に隣接しており、利便性も良い場

所となっていることから最上川中流において水辺を活かし、積極的に活用が図

られるよう整備を行っていくものです。 
 
③利根

と ね

川水系利根
と ね

川（群馬県千代田
ち よ だ

町、埼玉県妻沼
め ぬ ま

町） 

 「千代田町第四次総合計画」および「妻沼町第四次総合振興計画」において、

堤防上の自転車・歩行者道休憩所の供用が開始されており、多くの利用者から

広域的な連携、未整備拠点の早期整備が求められています。利根川が育む豊か

な自然と歴史文化を活かし、地域の活性化、地域特性や環境の保全、レクリエ

ーション空間の確保、ユニバーサルデザインの充実等、様々なニーズに対応し

た活動や交流の拠点として、水辺拠点の整備を行います。 

 

④富士
ふ じ

川水系富士
ふ じ

川（山梨県鰍沢
かじかざわ

町）  

 当該箇所は富士川中流部の中でも水辺に近づくことができる数少ない箇所あ

り、現在、カヌーの発進基地として利用されています。鰍沢町の地域活性化を

図るため、富士川の舟運を学びながら水辺とふれあえる場としての河川環境整

備を行います。 

 

⑤矢作
や は ぎ

川水系矢作
や は ぎ

川（愛知県岡崎
おかざき

市） 

岡崎市では河川を、都市を形成する一つの軸として位置付け、水辺の持つ機

能を都市づくりに活かすことを計画しており、地域整備構想に基づき現在まで

に「水辺の楽校」を整備しています。自然環境と共生するシンボル的な空間を

形成することや、矢作川沿いの緑地とを一連で結び、堤内地側に存在する公園

（大門公園・堤下公園）を活用しつつ、自然とのふれあいを目的とした河川空

間の拠点として水辺整備を行います。 
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⑥木曽
き そ

川水系木曽
き そ

川（愛知県江南
こうなん

市） 

当該箇所は、「お囲い堤」や「猿尾堤」といった歴史的構造物が今もなお残っ

ており、木曽川の改修史のうえでも重要なﾎﾟｲﾝﾄとなっています。一方で、江南

市では「地域再生計画」が認定され、「花」をｷｰﾜｰﾄﾞにした整備が計画されてい

ます。このような状況に鑑み、木曽三川公園と一体となった活動や交流拠点と

しての水辺の整備を行います。 

 

⑦千代
せんだい

川水系千代
せんだい

川（鳥取県鳥取
とっとり

市） 

 都市交流エリア、スポーツ・文化創造エリアとして中国横断自動車道姫路鳥

取線の河原インターチェンジや、情報発信施設の整備が予定されている鳥取市

河原町において、河川に親しむための親水護岸、進入路、遊歩道や交流のため

の施設などを「道の駅」と連携して整備することにより、水・人との楽しい出

会い、憩いが得られる場を提供し、河川環境の向上と併せて、地域の交流促進、

活性化、魅力向上を図ります。 

 

○水辺の楽校プロジェクト 

①岩
いわ

木
き

川水系岩
いわ

木
き

川（青森県岩木
い わ き

町） 

岩木町を主体とした“茜の夕陽  水辺楽校協議会”を発足（H16 年 3 月）させ、

川をフィールドとした自然体験活動の推進に力を入れているところであり、現

在まで、小学生を対象とした河川清掃、稚魚放流や協議会を開催するなど地域

一丸となって精力的な活動を展開しています。この地域の取り組みについて今

後の利活用の促進を図るために現地へのアクセス性向上など、水辺の楽校とし

て整備を行います。 

 

②北上
きたかみ

川水系北上
きたかみ

川（岩手県江刺
え さ し

市） 

当該箇所は、江刺市の西側を貫流する北上川左岸の桜木橋付近に位置し、市

の中心市街地に近いだけでなく、隣の水沢市からのアクセスも良好な箇所であ

り、また近隣の愛宕（おだき）小学校の児童により、水質調査や稚蟹の放流が

行われるなど、学校の課外学習の場として利用されています。良好な河川環境

を持ち合わせていることから、豊かな自然と水辺に親しみ、環境学習がしやす

いよう整備を行います。 

 

③雄物
お も の

川水系雄物
お も の

川（秋田県湯沢
ゆ ざ わ

市） 

当該箇所周辺は、湯沢市民の運動場として整備された松の木河川公園付近に

位置しており、各種スポーツ大会、アユのつかみどり大会やカヌー教室が行わ

れるなど、積極的な河川利用が図られている。しかしながら、河川利用だけで

はなく自然観察や総合学習など、住民が自然環境に親しみ水にふれあう場所が

望まれる中、良好な自然環境及び河川空間を活かし水辺に親しめる水辺空間の

整備を行います。 

 

④雄物
お も の

川水系玉
たま

川（秋田県大仙
だいせん

市） 

当該箇所周辺は、グランドゴルフや野球等、各種スポーツ大会、またコイ・

サクラマス・アユ釣りに良好な漁場など、積極的な河川利用が図られています。
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しかしながら、河川利用だけではなく自然観察や総合学習など、住民が自然環

境に親しみ水にふれあう場所が望まれていることから、良好な自然環境及び河

川空間を活かすためアクセス性及び親水性が向上する施設整備を行います。 

 

⑤利根
と ね

川水系桐生
きりゅう

川（群馬県桐生
きりゅう

市）  

 当該地区は、桐生川に隣接する東中学校より環境学習の場として整備要望が

あることも踏まえて、既存の恵まれた自然を活かした地域を有効活用し、環境

学習の場となる空間を提供するとともに、散策路を設け、周辺住民の憩いの場

として整備を行います。 

 

⑥引地
ひ き ち

川水系引地
ひ き ち

川（神奈川県大和
や ま と

市） 

 引地川は、水辺をめぐる市民活動が盛んであります。引地川の水辺に、自然

と遊ぶ機会の少ない子どもたちのために、教育委員会、学校、市民団体と連携

し、安全で楽しい水辺空間を創造します。 

 

⑦木曽
き そ

川水系犀
さい

川（岐阜県瑞穂
み ず ほ

市、墨俣
すのまた

町） 

犀川流域における内水被害を防止するため、犀川遊水地事業を実施している

が、一方で、古くから「輪中」が形成され水との関わりが深く、豊かな自然環

境が今もなお残されていることから、ゆとりある河川空間の整備が求められて

います。また、毎年開催される「桜まつり」や「墨俣一夜城」など地域ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ

ﾄと一体となった河川利用、小学校等の環境学習の場として、「水辺の楽校」を

整備するものです。 

 

⑧九頭
く ず

竜
りゅう

川水系狐
きつね

川（福井県福井
ふ く い

市） 

 狐川は、住民主導による環境保全に向けたワークショップを開催するなど、

地域住民の狐川における環境への意識が高まってきていることから、行政と住

民との協力により、狐川における動植物の生育・生息環境を復元するとともに、

水辺の楽校プロジェクト制度を活用し、子供たちが水辺に近づきやすく・水と

ふれあえる、自然体験の場・環境学習の場としての整備を行います。 

 

⑨日
ひ

野
の

川水系日
ひ

野
の

川（鳥取県伯耆
ほ う き

町） 

当該箇所は背後に霊峰大山を望む風光明媚な箇所であり、小中学校などが近

接する伯耆町の中心地に位置する岸本箇所において、子供達の環境学習や自然

観察、イベント活動などが行いやすいように親水性、安全性の向上を図ります。  

 

⑩太田
お お た

川水系三
み

篠
ささ

川（広島県広島
ひろしま

市） 

狩小川小学校裏の三篠川の水辺空間において、河川環境を活用した総合学習

活動や自然体験を通じた学びと遊びの空間として河川の活用を促進し、魅力あ

るかわづくりを目指すと同時に、地域活動を支える憩いの空間としての利活用

を促進するために、河川管理者、広島市、狩小川小学校、ＰＴＡ、地元自治会

などが連携し、地域活動の核となるような河川環境の実現を図ります。 
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⑪吉
よし

野
の

川水系吉
よし

野
の

川（徳島県美馬
み ま

市） 

当該箇所の周辺には、堤内に隣接してオートキャンプ場が開園し、その前面

の高水敷も整備され、キャンプ場、高水敷の利用者は年間３万人を超えており、

利用が頻繁に行われています。また、本箇所の利用計画については、旧美馬町

が市民団体と協力して、「美馬町中鳥地区土地利用構想」を策定するなど、積極

的な活動があることから、地域活動の核となるような河川整備を行います。 

 

⑫川
せん

内
だい

川水系八間
はっけん

川（鹿児島県薩摩
さ つ ま

川内
せんだい

市） 

 八間川周辺地区は、公民会を中心に八間川の清掃活動に取り組むとともに、

「遺跡めぐり」「鬼火焚き」「凧揚げ大会」など地域交流会が盛んな地区です。

また、八間川近隣に位置する高江保育園では八間川の野外保育の場として、峰

山小学校では水生生物調査等の総合学習の場として利用されており、今後も体

験学習の場として大いに期待されています。しかし現状では水辺に近づきにく

いことから、散策路の設置など、子どもたちが身近に水辺に近づくことができ、

また地域の人々に親しまれるような河川整備を行います。 

 

○水と緑のネットワーク 

①肱
ひじ

川水系（愛媛県大洲
お お ず

市）  

大洲市街地付近は、城下町として古くから栄えていた地域であり、大洲城址

や臥龍山荘など多くの史跡が残り、「小京都」「水郷」と呼ばれる情緒豊かな風

景を持っている地域です。また、芋炊きや鵜飼い、寒中水泳、花火大会、菜の

花やｺｽﾓｽ畑といった川に関した行事も盛んです。 

 古くから人と川の結びつきを感じさせる地域であり、大洲城内濠跡水路の復

活（浄化及び修景整備）など水郷にふさわしい環境整備を行うものです。 

 

○ふるさとの川整備事業 

①阿武
あ ぶ

隈
くま

川水系六角
ろっかく

川（福島県二本松
にほんまつ

市） 

六角川は二本松市の中心部を流れ古くから人々の生活に密接に関わってきま

した。また、中心市街地である二本松駅周辺は、安達太良山や観音丘陵を背後

に、六角川がそばに流れるなど自然に身近に接することのできる環境となって

います。 

 このため、六角川の改修に際して、歴史的背景、周辺環境をふまえ、駅前広

場整備等のまちづくりと一体となった親水空間整備及び歩行者回遊空間の創出

を行うため、今回指定するものです。 

 

○桜づつみモデル事業 

①最上
も が み

川水系最上
も が み

川（山形県余目
あまるめ

町） 

最上川の下流部では、酒田市～平田町～余目町～松山町～立川町の連続した

「最上川さくら回廊」の実現を目指し、桜等の植樹により、良好な水辺空間及

び自然景観の形成を図っています。 

 今回、最上川左岸の余目町について、3.2km を追加申請を行い全体で 8.7km 間

について認定するものです。 
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②九頭
く ず

竜
りゅう

川水系九頭
く ず

竜
りゅう

川（福井県福井
ふ く い

市） 

福井市森田北東部地区は福井市のベットタウンの住宅地として開発する区画

整理事業を実施中です。この事業において九頭竜川右岸堤防に平行に歩行者専

用道路を結び緑のネットワークづくりを計画しています。 

 ここに桜づつみモデル事業を実施することにより、新しいまちのシンボルと

して、川や水、緑と一体となった潤いのある河川空間の整備とまちづくりを目

指しています。 

 

○河川防災ステーション 

①石狩
いしかり

川水系豊平
とよひら

川（北海道札幌
さっぽろ

市） 

札幌市中心部の近郊に位置する当箇所は、国道を始めとする幹線道路に恵ま

れており、災害時には水防活動や緊急復旧活動に係わる輸送路を確保すること

が容易な場所であるため、豊平川での迅速かつ円滑な復旧活動の拠点として整

備します。また、平常時は札幌市が当箇所周辺で進めている周辺土地利用と連

携し多様な地域交流の場として有効に活用されることができます。 

 

②利根
と ね

川水系利根
と ね

川（千葉県野田
の だ

市） 

 船形地区河川防災ステーションは、洪水被害を最小限に食い止めるため、利

根川中流部の江戸川分派点より下流における災害時の緊急復旧活動を行うよう

迅速かつ円滑な復旧活動の拠点として整備します。また、平常時には、周辺地

域の高揚、防災学習の拠点として利用するとともに、地域の交流・憩いの場と

しての活用が可能となります。 

 

○地域に開かれたダム 

①大北
おおきた

川水系大北
おおきた

川（茨城県高萩
たかはぎ

市） 

 小山ダムは、茨城県北部を流れる大北川の上流に位置し、ダム周辺は花園花

貫県立自然公園に指定されています。ダムの下流には自然公園の特別地区に指

定されている大北渓谷があり、四季折々に豊かな箇所であります。この地域に

おける豊かな自然環境を活かし、自然体験やレクリェーションの場として、ダ

ム湖を中心とした地域の創意工夫と関係機関の支援により活性化を図っていき

ます。 
















